
長安口ダム改造事業

 予備放流水位を下げ、洪水調節容量を増加させるとともに、新しく洪水吐を増設し、洪水調整容量を適正に活用できるよう
低い水位での放流能力を高めます。

①洪水調節能力の増強

②改造イメージ

③改造箇所

④改造の効果



長安口ダム改造事業

 貯水池の容量配分を変更し、発電を優先したダムから下流の
水利用を優先したダムに変わります。

 発電取水口に選択取水設備を設置し、澄んだ水を下流へ放流
します。

①ダム容量配分図の変更図

②選択取水イメージ図

④改造の効果

③選択取水平面図



長安口ダム（改造前）

洪水吐新設

減勢工改造

長安口ダム改造事業

選択取水設備新設

低層取水ゲート

表中層取水ゲート

A

A’

B

B’

【目的】放流水の正常な機能の維持
放流水を安全に下流へ流せるよう減勢工の改造を行う。

【目的】洪水調節機能の増強
洪水吐を増設及び減勢工の改造を行う。

洪水吐新設

【減勢工改造】

【洪水吐新設】

【目的】濁水長期化の軽減
発電取水口に選択取水設備を設置する。

【選択取水設備新設】

完成イメージ及び主な施設諸元 完成予想図



主ゲート 幅10m×高さ
19.6m

① 法面掘削

可動ゲート

越流部ｺﾝｸﾘｰﾄ

固定ゲート

【完成イメージ図】

長安口ダム改造事業(新設洪水吐)

②

③

④

マットコンク
リート打設

堤体切削

下流増厚コン
クリート打設

ゲート設置

①

③

下流増厚コンクリート

導流壁(ｲﾝﾊﾞｰﾄ)
コンクリート

③

平成28年9月現在

鋼製門構

越流頂
・川側=EL.201.50
・山側=EL.203.50

②

④



表中層取水ゲート

低層取水ゲート

低層取水ゲート 表中層取水ゲート

選択取水設備工事として、発電取水口に設備を設け、貯水池内の濁度に応じ
て低層取水及び表中層取水を行い、長安口ダム下流河川の濁水長期化を軽減
するために設置するもので、平成28年～平成32年3月の4ヶ年で実施する。

※維持流量確保、又、発電放流のため夜間に放流し、昼間に水中施工にて低層取水ゲート、表中層取水ゲートを設置します。
（最大放流能力60m3/s）

長安口ダム改造事業（選択取水設備）
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鹿野川ダム改造事業

平成7年7月洪水 平成16年8月洪水

住宅床上浸水: 297戸
住宅床下浸水: 277戸
浸水面積約: 839ha

河川整備計画における対策イメージ

河道
3,100m3/s

河道
3,900m3/s

ダム
1,100m3/s

目標流量 5,000m3/s

ダム
450m3/s

鹿野川ダム改造（250m3/s）
山鳥坂ダム建設（400m3/s）

堤防整備
（800m3/s）

現状 3,550m3/s

 河川整備計画における治水対策

 過去の洪水被害

平成16年8月洪水

浸水農地: 601ha
宅地浸水: 356ha
住宅床上浸水: 768戸
住宅床下浸水: 429戸

■洪水調節機能の増強 → トンネル洪水吐新設、クレストゲート改良

■不特定用水の補給 → 選択取水設備、低水放流設備新設

■貯水池水質改善 → 曝気循環装置設置

呑口ゲー
ト

吐口ゲート室

減勢工

呑口ゲート

呑口立坑

トンネル洪水吐
【内径：11.5m  延長：457m】

選択取水設備
【連続サイフォン】

クレストゲート

曝気循環装置

低水放流設備

国道197号

 完成イメージパース

 事業概要



鹿野川ダム改造事業



鹿野川ダム改造事業



鹿野川ダム改造事業



鹿野川ダム改造事業



鹿野川ダム改造事業（トンネル洪水吐）

側面図

開閉装置

扉
体

側面図

主ゲート副ゲート

洪水調節容量
1,650万m3

増強
約1.4倍

洪水調節容量
2,390万m3

 トンネル洪水吐を設置することで洪水を貯め始める水位
を今より4.7m下げ、ダムに貯められる洪水の容量を1.4倍
に増します。

堤
高

＝
61
.0
m

総
貯

水
容
量
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0万

m
3

基礎岩盤 EL.30.0m

EL.61.0m

クレスト敷高 EL.76.0m

予備放流水位 EL.81.0m

予備放流水位（改造後） EL.76.3m

洪水時最高水位 EL.89.0m

洪水調節容量
1,650万m3

改造後洪水調節容量
2,390万m3

トンネル洪水吐
呑口敷高
EL.53.0m

トンネル洪水吐の新設

トンネル径
11.5m

トンネル洪水吐
吐口敷高
EL.47.0m

改造前 改造後

水圧鉄管据付状況 吐口主ゲート工場製作状況



■ 鋼管矢板掘削・建込み

 呑口部は、直径2mの刃のついた鋼管を
回転し、ダム湖内の岩盤を約35m掘削
する国内でも初めてとなる工事です。
掘削後は、孔壁安定のため単粒砕石で
置き換え、鋼管(φ1500)を精密に建込み
ました。

 掘削時、ダウンザホールハンマで先行
掘削を行うことで、全周回転掘削機の
周辺摩擦を軽減しました。

全周回転掘削機
（RT-300）

φ2000ハンマグラブ

掘 削

次掘削孔
(φ2000)

補助工法（摩擦低減）

先行掘削孔（φ600)

建込み ウォータージェット併用
バイブロハンマ

鹿野川ダム改造事業（トンネル洪水吐呑み口部）

呑口

吐口下流

ダム湖

鹿野川ダム

トンネル洪水吐



鹿野川ダム改造事業（選択取水設備）

Ｂ－Ｂ（断面図）Ａ－Ａ（断面図）

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

サ
イ
フ
ォ
ン
管

空気制御
装置

主ゲート
(ＪＦＧ)

予備ゲート

導水管
チャンバー

選択取水設備

低水放流設備

ダム上流側 正面図

空気による止水

清水

濁水

清水

濁水

発電放流設備

利水放流設備

発電放流設備

選択取水設備のしくみ

改造前

 濁水放流の長期化、冷水放流を防ぐため、選択
取水設備を新設します。

 選択取水設備の形式は「連続サイフォン形式」で、
空気によって止水を行う新しいタイプです。

 低水放流設備は平成26年度の完成し、選択取水
設備は平成28年度完成予定です。
※最大放流能力10m3/s

改造後

サイフォン管工場製作状況 サイフォン管現地据付状況



鹿野川ダム改造事業（現在の状況）

①

②

③

①吐口ゲート

◆ 主ゲートの基礎材据付が完了

◆ 管理用道路復旧部の掘削

②トンネル呑み口部

③選択取水設備

◆ 取水設備の設置。上流仮設構台の撤去

【平成28年10月3日現在】



那賀川下流域の地震・津波対策事業
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位置図

那賀川

香川県

徳島県

高知県愛媛県

今切川

5000

T.P+0.914m(朔望平均満潮位)
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計画高水位 T.P+3.094m
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1:
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TP=-5.000

▽-13.150

▽-3.150

下端深度

配置ピッチ 1.8m×1.8m

静的締固め砂杭 φ700 L=10.0m

断面Ｂ-Ｂ(桑野川右岸)

計画高水位 T.P.+4.247m
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施工天端高 T.P+8.211
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1号コンクリートブロック張

断面A-A(那賀川左岸)

サンドコンパク
ションパイル

Ｈ２９以降

■地震津波対策延長 （km）

河川名 対策必要延長 残延長

那賀川 4.6 4.6 100% 0

桑野川 6.5 4.57 70% 1.93

合計 11.1 9.17 83% 1.93

H27年度未完成延長

住吉箇所 原ヶ崎箇所

黒津地箇所

 国土交通省 四国地方整備局 那賀川河川事務所では、今後３０年以内の発生確率７０％程度と、高い確率で発生が予測さ
れる南海トラフ巨大地震へ備えるため、那賀川、派川那賀川及び桑野川の河口部において、無堤箇所の築堤、堤防の低い箇所
で嵩上げや、基礎地盤の液状化対策を実施しています。

 派川那賀川右岸箇所では、津波や高潮の発生時に、人の操作を必要とせず無動力で起立する『カウンターウエイト式起伏構造』
の陸閘を配置しました。陸閘ゲートの規模は、高さ３ｍ×幅１２～２０ｍと、本構造のゲートとしては日本最大級となります。



那賀川下流域の地震・津波対策事業（陸閘関係）

仮締切・本体切削・導流壁等

ゲート構造の採用経緯

 ゲート設置箇所の課題
① 常時は、背後地にある工場の資材運搬路として開いている状態にあること。
② 津波来襲時や高潮発生時には、背後地の浸水被害を防止するため、確実に閉鎖できること。

 構造選定における着目点
① ゲート操作時における操作員の安全確保。
② 遠隔化・自動化、無動力化を可能な限り採用。
③ 維持管理上への配慮及び操作性、耐久性への配慮。

 当該区間のゲート構造は常時開いており、車両等の通行が可能で津波又は高潮時には電源等を使用せず、
自動的に閉鎖できる構造を採用した。

位置図

那賀川

香川県

徳島県

高知県愛媛県

桑野川

陸閘設置箇所

陸閘ゲート箇所

①

③

④
⑤

⑥
⑦

②

区 分 サ イ ズ 備 考
①１号陸閘 Ｗ15.0ｍ×Ｈ3.0ｍ Ｈ２８完成　　
②２号陸閘 Ｗ15.0ｍ×Ｈ3.0ｍ Ｈ２６完成
③３号陸閘 Ｗ15.0ｍ×Ｈ3.0ｍ Ｈ２８完成
④４号陸閘 Ｗ20.0ｍ×Ｈ3.0ｍ Ｈ２８完成予定
⑤５号陸閘 Ｗ15.0ｍ×Ｈ3.0ｍ Ｈ２８完成予定
⑥６号陸閘 Ｗ12.0ｍ×Ｈ3.0ｍ Ｈ２８完成予定
⑦７号陸閘 Ｗ15.0ｍ×Ｈ3.0ｍ Ｈ２８完成予定

派川那賀川拡大図

派川那賀川の豊益地区に陸閘ゲートを７基設置事業箇所、設備概要



那賀川下流域の地震・津波対策事業（陸閘関係）

側部戸当り

扉体

水

流

平面図

正面図正面図

966

14940(扉体幅)

96615000(純径間)

41
06

T.P.+2.185m

T.P.+5.084m

966 148
1114

32
66 35
60

40
4

陸
閘
中
心

60
0

計画堤防天端高

T.P.+1.026m

T.P.+5.084m
計画堤防天端高

H28年4月

H28年5月

H28年4月

H28年4月

①全閉【全倒伏】 ②起立中（初期） ③起立中（中間開度期） ④全開【全起立】

扉体起立のための補助ウエ
イトが下がる

設備一般図及び写真

陸閘ゲート動作イメージ

水位上昇
に追従し
自動起立

中間開度以降は補助ウエイ

トがアブソーバとなるため、

上がる

水位上昇
に追従し
自動起立

倒伏状況 全起立状況

【堤内側】

【堤外側】



高知海岸地震津波対策事業（高知県中央部における南海トラフ地震の被害想定）

※高知県HP：【高知県版第２弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測図を加工

浦
戸
湾

■ 南海トラフ巨大地震
M９．０を想定
※出典：H24内閣府

高知県緊急輸送道路

輸送路浸水エリア

■高知市中心部は長期浸水が懸念されており、輸送の大動脈が寸断する恐れ。
■県道春野赤岡線及び県道須崎仁ノ線は、高知県の緊急輸送道路に位置づけ。

土佐市人口
約3万人

南国市人口
約5万人

高知市人口
約34万人

（県道春野赤岡線、須崎仁ノ線）



未対策の堤防

液状化対策後の堤防

海岸堤防の液状化対策が未実施の場合は、地盤沈降＋液状化による沈下のため
津波による浸水被害が発生しますが、液状化対策を実施した場合は、地盤沈降は
発生するものの比較的頻度の高い津波による浸水を防御できます。

高知海岸地震津波対策事業（高知県中央部における南海トラフ地震対策）



高知海岸地震津波対策事業（鋼管杭圧入工法の特徴）

ジャイロプレス工法

● 施工手順

回転切削圧入

ジャイロパイラー

ノンステージング工法
 鋼管杭上を自走し、回転力と圧入力により打設を行

う回転式圧入工法。
 鋼管杭に切削用のビットを設ける（左下写真）



高知海岸地震津波対策事業（鋼管杭圧入工法のメリット）

他工法に比べ省スペースでの施工が可能。
施工範囲が狭小なため、周辺構造物及び一般
交通への影響が少ない。

ジャイロパイラー

省スペースでの施工が可
能な圧入機械

クランプクレーン
省スペースでの施工が可能なクレーン

パイルランナー
鋼管運搬設備

圧入した杭上での移動（工事用道路不要）
圧入した杭上での施工（施工ヤード不要）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

道路事業における話題について
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鋼橋の長期保証の取り組みについて

• 長期保証の確認時期は、完成後３年とする。

１．長期保証の対象範囲

３．長期保証の内容

• 工事契約後、桁端部の腐食防止（漏水対策）に関する細部の設計変更を認める。（費
用は発注者とする）

• 保証内容は、腐食（さび）が無いこと。かつ塗装のはがれが１ｄ㎡の範囲において、
１ｃｍ2未満であること。

２．長期保証の期間

• 長期保証の対象部位は、支承を含み桁端部より下部工前面ライン若しくは、桁高の
うち大きい方の範囲とする。

５．その他

４．適用除外（免責事項）
• 天災、火災、交通事故等による変状、その他自然的または、人為的な事象であっ

て受注者の責に帰すことができないものにより変状が発生した場合。
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耐候性鋼橋梁の手引き／（一社）日本橋梁建設協会より

○橋梁定期点検の初回点検でも桁端部の方が発
生率が 高い（中間部の２．２倍）ため、長期保証
の範囲は、桁端部とした。

○桁端部の詳細範囲は、耐候性鋼橋の重防食塗
装の範囲とした。これにより、塗装仕様、耐候性
仕様にかかわらず、重防食塗装仕様部の範囲
となるが、箱桁の場合には内面も含む範囲とす
る。

○支承が塗装仕様の場合には、支承も含む。

２．長期保証の期間
長期保証の確認時期は、完成後３年とする。

○初期損傷の多くが供用後２年程度で現れる。
○コンクリートの乾燥収縮が収束する期間は概ね完成後３ 年。

（合成床版については、同時発注するため）
以上のことより、確認時期は完成後３年とする。

１．長期保証の対象範囲
長期保証の対象部位は、支承を含み桁端部より下部工前面ライン若しくは、桁高の大き

い方の範囲とする。

鋼橋の長期保証の取り組みについて



60

３．長期保証の内容
保証内容は、腐食（さび）が無いこと。かつ塗装のはがれが１ｄ㎡の範囲において、１ｃｍ2未満

であること。

重防食塗装系で重要なことは、この２点

①腐食（さび）について

重防蝕塗装系において重要なこととして、以
下の２点である。
①防食下地のジンクリッチペイントの健全性
②上塗り塗膜の状態

このことから、さびが認められることは、下地
に異常があることとなるため「腐食（さび）が
ないこと」とした。

鋼橋の長期保証の取り組みについて
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②はがれについて

「はがれの面積」１％は、「1-2ｄｍ2の試験
表面に関して」とあることから
「はがれの大きさは、 １ｄ㎡の範囲におい
て １ｃｍ2未満」とした。

鋼橋の長期保証の取り組みについて
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４．適用除外（免責事項）
天災、火災、交通事故等による影響、その他自然的または、人為的な事象であって

受注者の責に帰すことができないものにより変状が発生した場合。

原因究明は必用であるが、免責事項として以下の内容が考えられる。

○施工後の環境に原因が考えられるもの。
・鋼橋引渡から橋梁完成までの間の養生等に不備があったもの。
・供用までの間に仮排水機能に不備があり雨水等が悪影響を及ぼしている場合。
・周辺の植生が繁茂し桁が湿潤状態にある場合。
・橋台桁受け部に土砂等の堆積がある等管理に問題がある場合。

→鋼橋完成後から供用までの施工や養生状況を記録し、「長期保証判定委員会 （仮称）」
へ提出する。

○他工事施工の床版、伸縮装置等の箇所からの漏水等に起因する変状。
○他工事の施工中に桁に損傷を与えた変状。
○構造に問題があり変状に至ったもの。
○災害、火災及び周辺環境の影響により変状に至ったもの。

鋼橋の長期保証の取り組みについて



H24年度以降に発注する新設アスファルト舗装工事は、原則、長期保証工事の対象

① 長期保証工事の対象

新設のアスファルト舗装工事

② 長期保証の指標及び保証基準値

④ その他
天災や盛土沈下といった、受注者の責に帰すことができない場合の免責事項を
設けている。また、発注者の測定結果に不服がある場合は、受注者による再測定や第3者を含
めた評価委員会において再評価が可能

指 標 保証基準値

5年後における路面のわだち掘れ量 20mm以下

5年後における路面のひび割れ率 20％以下

③ 保証内容を満足できない場合の措置（ペナルティ）

わだち掘れ量：20mmを超え30mm未満の場合、保証金（違約金）を徴収
30mm以上の場合、回復措置

ひび割れ率 ：20％を超え30％未満の場合、保証金（違約金）を徴収
30％以上の場合、回復措置

わだち掘れ

ひび割れ

1.新設アスファルト舗装工事の長期保証について

新設アスファルト舗装工事の長期保証の取り組みについて
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長期保証基準値が優良（わだち掘れ量 10mm以下 かつ ひび割れ率 10％以下）であった
ものに対し、長期保証優良施工工事認定書（仮称）を発行（有効期間2年）

認定書有効期間内に、四国地整発注のアスファルト舗装工事に参加する際に、
認定書を提出すれば、企業及び技術者の工事成績評定点に加算（ ＋2点を予定）
し、入札時に評価

■インセンティブの内容とその取扱い

■その他
優良施工者の認定に際しては、公平を期すため、別途組織する認定委員会等において承
認を得る事を想定
インセンティブについては、H27年度発注工事より適用中

このように、回復措置や保証金といったペナルティは定められているもの
の、長期保証基準値を満足することによる受注者のメリットは無い

一方、優秀な受注者を適切に評価することにより、
受注者のモチベーションの向上やさらなる技術力向上も期待できる

→ そこで、長期保証の対価としてインセンティブを付与

2.優良施工者へのインセンティブ付与について

新設アスファルト舗装工事の長期保証の取り組みについて
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

高速ネットワークの整備及び
南海トラフ巨大地震への備えについて
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高速ネットワークの整備について
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南海トラフ巨大地震への備えについて
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南海トラフ巨大地震への備えについて
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南海トラフ巨大地震への備えについて
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南海トラフ巨大地震への備えについて
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